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Abst.ract: - In the pr醐 ntpaper, tho附 i飴rstudies the earth·poもen~ia.1 dfstrlbu色ionaround 
色hoobservatory of some specilll short tim由Vari凶ionswhich are simultaneously recorded on色he
mngnet句mph.Tho method of the inv剖 lgationisもostudy仙o“DitOO同 nco・Curve”defined

凪4
by幼edifference品・1－一一，where1*1 and Ei-4 are po旬ntlaldiffer岨 ccsof east・w師 com・

n 
poncnt of base length of 0.1 .K. M. and 1.5 K. M. respectively, nnd n is approximately equal 
to tho ratio of two base lengths. If仙eca町回tflow Js uniform around色heobservatory, t.he 
Differcnce·Cur1•e d似淘 notshow any deviation from a straigh色lino,when oぬerfactors of 
poぬntialsnre co国 tant. The main r四 iltaof色bepr偲entInv佃 tigntiooare follow泊g. The 
Difference-Curve shows usually no appreciable deviations, jastifing our expectation and 
ぬ.rowing白血凶悩ngto the foandamental problems of earth-currents, bat some abnormal 
位伺ptlon.snre found. Th幽 abnormalvariations now inv回 ig叫剖 nreBay-Type variations, 
Mogel-Dellinger variaもionsand some ir民都Jlnrshort time variatio回悦叩rredduring tbe earth・
cw:百 .nts色orm. The micropulsation of rather r唱ularperiod of one minute or more does not 
show any abnormal variation. 
E。m 凶eseinvestigations，仙econtinuous record of two poぬntial-differcnceawiもb a 

single instrument, say, n dlfferential・galvanome加・， isdesired. The wl・itor曲ortlydiscu舗 es
the second derivative of eo.rth-pott-.ntfal and pToposcs some possJblo低 plannt.ionsof色hese
chaTacteTis£ic variations. 

t.締官

著者は前論文に於て長短耐基線より差電位差（D）を求めてゐたとき地磁無と共に現れる比較的

短時間の担化でも電位差がその定った閥係より偏差する場合に佐々辿った．姐常地磁無と共に現れ

るが如！＂地電位差は時 ‘基線長に比例する大きさを持ってゐるが斯如き特殊の場合のみ，との閥係

に従はないのである．従ってとれは何等かの理由に依り測定される程度の宰間電位傾度が観測地酷

附近に生じてゐるととが考へられて興味あるとと L思った(2）.本論文に於ては斯如き特殊費化の二

三に就いて逮べると共に前論文の差電位差の補足的論述と したい．

2. 本論に立ち入る前に地電位の宰間傾度に就いて一宮する．現在測定されてゐる地電位差は水

平地電位差であって，或地舶の電位傾度はその基線長でその聞の電位差を除したものを以て代表し

てゐる．水平地電流iは溜官'h.宰問坐標3:,y, 8及び時間aの函撒であるがとれが地球全般的危一般

(1）地常itの.Ill加挫に局所的併究〈其のご〉

(2) 向上 〈誕のー〉
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型は地磁鎮の如 く明かで友い．股諸には地殻が一様で危いときは媒貨の異方性たども考慮に入れた

くてはたらすち 19JJへば定常的な場合の地電位函敷 cpがラプラスの式 V!cp=Oを充すとき，一般

には

σヱヂ＋σg勾＋σぉ~＋2σよし2σJ~生＋2σよ~＝0,a:J? -ay・ as£ a~ay a$az ayaz 

の如く電噂度がテンソルとして入る観雑なものと友る．

・－ ( acp¥ .一 fcψ1 しかし遇常は簡単に均質ー械な地殻を考へて地表ではい－l~ ）σ， iv一一l γ ）σ と見て大過
¥d面 I ¥ O"-I 

(8ψ＼ (8:p¥ . , . , 
えにい．電導率 σが知れ，電位傾度（－ ）， （－）を測定すると水平地電流 4が知られる．従って

¥0$/ ¥8y/ 
iJ~ a~ a4 aι， 

場合により電流の空間傾度 一 一一ーも問題とたるわけである．或ーケ所に於ける電位a.x’ay’（）a;’oy 
差丈けでは単に電流の大きさ及び方向が知れるので電流が如何たる方向に如何なる割合に嬰化して

ゐるかは判定出来ぬ，とれは電流の昼間傾度， l!Pち電位の二共徴分係散を知る必要がある．例へば

鍋物の地下化皐作用のため，或は他の局所的原因により地電流の濁口或は吐ロの如きものが地表に

ある場合その位置を測量するのに電流の最大傾度の方向が知れると好都合である．叉日々の一般擾

飢の電流系の中心地直といったもの h推定に就いても重要注補足的役割を持っととにたる．とれは

他の地球物理事的現象にも同織である．しかし質際問題とたると一般に電位の二女倣分は非常に小

さく測定は仲々困難である．地球磁鎮の場合にはとのためには現在の精度を少くとも三桁位は上げ

たくてはならぬ.(l）通常地電位差の鑓化の大きさは， io-8～IO-"v/cm.の程度と見ると大過たく，

従ってその傾度はやっと小さくたる．しかし基線長を任意にとれるから或場所に於て電位差を可成

大きくするととが出来るのは地磁無と異る所である．常設観測所に於ける基線は色々主主理由で遁例

撒粁以内であるから，費化は時ミ一様と見られ電流の宰間傾度は十分小さいものである．がと Lに

述べる様な場合は僅少危がら非一様性が見られ，費化が特殊の姿態を持ってゐるととを知る．

今長短i付基線が簡単に一騎 0を共通に持ち或方向に Ox1,Ox，の如く並び， {§IJへぽ現在の問題で

は Ox方向は東西K在り， Ox1.=lOO米， O拘＝l・5粁の如くで，夫々の電位差を E的 Et.JS とする．

Oy軸lit南北に向く．簡単に一様で均質な媒質を考へる．との測定範囲に於ては低迷の如〈，電流

は殆んど一様主主流れで場所による相遣は十分小さく，定常電流の電位函数少が O肪の周りに

f ar:p¥ taψ＼ If a a ¥2 r:p司＝cpco+xトーI+11卜汁＋－（:i:-+yー：）cp十
＼θx Jo ¥ qy J 2 ¥ ax aヲ／

の如〈展開出来るとする．

然、るときは

(I) S. Chapmnn, Terr. Mag. Vol 41, No. 2. 
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と L に :ca=1~1，”＝15

邸ち近似的には

地：m位重量の長蜘基線.淘より見た二三の特殊餌乞に車tいて

恥 1=cpoo－仰＝ート（努）。＋例会）。＋ ） 

E1~＝仰ー仰＝一 ｛a｛説。づzs：（~）0＋·・・・）

En.・－~＝ー主主三2（，竺2\+.
v・” 2 ¥a:ci；，。－

件）＝ー（判。rー／包）
():c Jo ¥ :c1 J ¥ :c2 J 

（ヲ＝_( Eo.1－生）＿＿＿＿！＿＿＿＿＝-143X 10-9(Eι1一割引Jo ＼錨（偽『l)x11 -

従って Eo1或はん， ]j.r.J.( Eo.1－判の差電位差を知ると 0都削減位傾度とその徴錦、
今 、、 n J ・ 一 会

撤が知れる， （~） の符披は差電位差（丸一」）の棚による・、o:zr10 ¥ ,. I 

8. 戎に問題の特殊費佑に就いて漣ぺる.1936 ＆手より 1937＆手5月に亙る聞の利用し待先長短

雨基線の記録より毎時館，及び短時間の主た饗佑に舟目して蹟取り，差電位差を作ると強期の如く

斯如き特別な痩佑はその散至って少し結局南電位差の差或はその比を楠密に単一の測器により連

続した測定が必要なととを痛感した.＜＇』従って現在は弐に遮ベる型式の費 4むに就いて主として調査

した．一箇の披流計による測定は色々君主方面に利用されて，その観測は将来に待つ慣値がある．

量．湾型艶化の差電位盤

との鑓佑は地磁無の方面では既・tc多くの人々により研究されてゐる．共女撤も多額多機である．

商緋度地方に特に振幅大き 館 l 悶

く．約一時間位の聞に鴻般陀
ぷ罰

費4むし再び初めの扶飽に復蹄

する．叉その鑓4むの途中短週
4 

l 

期の脈動の混在する事が多 。
く，引き続き撤回時主似ょっ ・z

先週期で出現するととがあ ・4

る．観測期間中特に判然した

I '' 

B4j·T~ド VuiatiOn.
Fi9-!. (a.) 

.. ~i.S' 

ω前猷の蜘儲D==Eo.1－号去のド附で，とばかだ理想的な場合と軒拠るが特殊齢の逗

似的取扱ひ， litは叉一般袋化に郵する相草野的相~が今問題とされてゐる．

。｝ ζの胎に闘しではiii阪先生の御批野を感閉する．
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もので遁賞に一日中に分布し 10 12 時 偽 時 Zo • zi z+ z 

た 24同をより出したものが Cl rv 
6 I IE.iii-I良品1

第 1回（a）でるる．鍵佑の有 ・4-L 'f 

掛は白山氏（I）が堕原の磁力観 也Z。
測より得たものと比較すると 叫

大値似たものである．第1閏 叫

(b）は艶佑の極大値附近に於 ~ 

ける蜘儲を ＼E~1卜｜ぞ｜
で示してある.(a）と比較す
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1 
ると時主害位の位相差が伺はれ，繍の比は約寸たってゐる・個々の濁捜化の各時刻に於

10 

ける差電位差の偏差の大きさは鍵4むの初めと移りの舗では零で電位差が大きくたると大ぎ〈怠る．

漕型艶佑の電流方向は他擾劃aと同桜に東西 修 2 図

よP時主 2 度北に傾いた直線上に行き L － 川惨C-Defi仏'Se；凶阿・afij励

戸する限定湖するが，平均方向治‘らの偏差 r~弔＝
は日本中央槙単時で1会、20時， 1～6時の

間は北方に，他の時間には甫方に向〈，と

の場合掻栢 1（~）01=4·5×…伽

t 

。
・2

・－

fi,,2. 
IE&.H帖l
ω 

Ce) 
~ 

‘ 

I( ~）01=7·1 Xl門 olts/cm.と怠る

2, Mo伊11-Dellinger（且l-D）現象と盤 ‘＂＇ ,. 
u ぷ

電位謹

との現象は短波長無線通信の費越につれ

て極〈最近問題とたったもので，無線の方

では本邦でも外固でも色々た開査研究が注

されてゐる．地球物理感的には現象が笠の

都合にのみ限定されて起るのでいまだB買い

範囲に亙って同時の民波硯測がなく，地議

集や地電流の費4むが，無組通信の陣碍と同

時に起り， 低緯度地方が鍵佑大であるたE

(1) Geophy.盈lag.Vot XI. No. I. 
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定性的主主断片的設表しか現れてゐたい．しかしまとまった研究が近い将来に現れるのも謹くは左足い

様危機運にある．本邦に於・:-Cは今道周一氏が柿岡，盟原，背島の三ケ所に於ける地磁無の調査を最

近聾表されてとの方面の第一E撃を事げられたととはまととに熔ばしいととである∞．との無線遁信

の陣碍は太陽商の燥鼓的主主揺射に因る比般的大気の下暦一－E－暦乃至はそれ以下一ーの念激た電

離作用によると一般に考へられてゐる．極最近太陽黒舶の異常活動につれてとの現象殻現の岡撒も

増加する様な傾向がるる．太陽商のもっと精しい観測が是非必要である．地電流に於ける一般的主主

型払街蜘句に突聾して数分間に絡ってしまひ，その費佑の有様は念始地電流嵐の最初の部分に似

てゐるものと，濁型鑓化の如＜ 1時間位継続するもの，及ひ守切りと終りとが不明瞭で、上回使的長時間

続くま始尚る それ故肱は電位差の鑓佑が測られる念激念場企に就いてのみ lEo.1ト｜ぞ｜を

求めると第 2闘（b）となり，電位差の有様は（a）固とたる．突褒自慢佑の敷が少く又極狭い範囲

〈時間的〉に密集して起る傾向があるので不十分でるるが，との場合も第 1固と問機爾饗4むの聞に

は大きい位相差が見られる．雨者の閥係を坐棋に示したものが｛c）闘で上の有様を見易〈しである．

輔の平均振砲の比は約主となってゐる I（~）l =5-0×1日 olts/cxn I（生｝｜＝日×10-13
14 ・ l¥aa:J。I I ・’ l¥aa:iJoi 

volts/cm.を得る．第 3囲は昭和11年 4月 9aの艶佑と，とれに廊歩る電界強度の測定結果‘と

(1) 昭和十二年間月九日気象lil'¥tJJ次合資表その他電量産税究令に於ける続前．〈本拠毒草にf路線〉

o m紙皐合和総，然 56 谷脅~ 577鍛
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を併記し，電波典常との闘係の一端を示し参考に資する．

8. 地電ijff嵐 と護電位差

地電流！員時に於ては大小種々の型の費化が不規則に敷時間乃至披十時聞に亙って活動するもの

で，差電位差の問題に倒してはまととに興味ある機舎である．果してとの様な不規則a，市も世界

全般に亙って起る艶佑の中どの部分が差電位差を呈するかを期間中の主要なものに就いて調ペて

みたが，その結果は現象そのものは汎世界的に起っても，その烈しい情動のため随分局所的に擾乱

が起ってもよささうに思った筆者の強期に反して，非常にモの様念場合少し而もそれは長時間に

亙つての鑓化といふよ りは宛もさきの漕型饗化や，（M-D）現象の如〈短時間の艶化であるととが

Fi9.4; 
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官事 4 図

多い様もそのー，この例を第 4固に示して会〈・上聞は可成大きい嵐の最も費化の大きい部分

丈でるるが主だった捜佑には異常は見出されぬ・下回は念始嵐の一例であるが異常と見られるのは
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者鋭（13）ー（15）の部分の小質化のみである，との様念事貨は嵐そのもの L起り方や起る場所といっ

たものに就いて何事か暗示する様に恩はれると同時に，差電位差を奥へる鑓佑は特殊費！？むと見る外

はない．

4・服動と接電 位 差

眠動は週期敷秒から撒寸分に至る比較的規則Eしい艶佑で，とれらに闘しでは畠山，著者遣の小

輸がるるω．との脈動に就いては差電位差は殆んど見られなかった．唯週期工分以下のものは現在

の自記接置が一時間が 1・5組に相賞するのであまり早くたく，別の調査が必要である．

6. 以上は地破無と共に現れる頼著た現象の中長短雨基線の電位差の測定の結果より電位分布の

非一様性を示す様念特殊費佑の二三に就いて遮ペたがとれに就いて若手考へてみる．

差電位差を構成し得る理由には測定掻置を含む人鴛的方商か，電流の媒質たる地穀，或は自然現

象そのもの，若しくはその雨者の混合したものが考へて居る純聞に於て非一様性を持ってゐると考

へねぽたらぬ．訊1r定接置に於て若し誠取りの誤差に関係するかEうかに就いては，問的の現象に比

して他の都分の韻取りの敷が非常に多いにか Lわらや異常を典へぬ．叉海型鑓佑や （M-D）費化に

類似する費佑は日常数多く ，時に嵐時に於てはめづらしくないにかLはらや差電位差を見せぬ. ~J 

へば概述の如く念始嵐の初めの都分は（M-D）費佑と型が非常によく似てゐるが異常はないぐ第

4回参照〉．郎ちとの様注特殊費佑に於てのみ讃取の誤差るるとは思はれぬ．若し叉検流計の固有

週期の相違〈雨検流計は 5秒及び 3秒の遡期〉に関係するたれば電流の大きさ と週期とに関係し

て検流計を流れる電流の方向によらないにかLはらす勺東西電位の高低が典ると差電位差も矢張異

なれとれでは説明出来ぬぐ第 2闘参照〉．叉異常費佑のあるものが全部は見かけ上短い週期を持

たぬとともとの考に若手反封する．かくてともかく測器の方による誤差は考へるととは困擁でる

る．若し地殻の性質と電流の方向に依存するならば日費佑や共他同じ方向を採る襲佑に就いても矢

張異常ある《きであるが然らや．結局は現象自身に因ると見るのが至蛍となった．

鴻型鍵化でも （M-D）鍵佑でも僅々一時間内外に終P，事前肢態に復蹄すると とろをみると，

原因は比較的短時間に消滅し，イオンの結合係数の相営大きい比較的大祭の下層部分に現象か瑳現

ずるのではないかと推量されるが，電離暦の研究からは E－居若しくはそれ以下の都分の電離が突

強的に増加するととが云はれてゐる．との様主主場合，現象が皐－'J'L電流系のみでなくとのため局所

的異常控鋭が生じ，或は叉卒常の場合には電流系の位置と観測踏との相封的距離の大なるため利か

たかった様た不規員IJな捷佑がとの様君主場合電流系の位置の相速のため影響が現れ来るかもしれな

い．即ち原因上下の所在の問題である．或周波撒の電流とその高周波が混在してゐる機念場合，電

(J) 叙象M!ll主第三斡，修一絵銀十都.iii・十二念館九鋭，$十四谷修九貌．
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流の傾度は雨周波般の比の如何によって相官の値を得るととが出来る．賢際捜4むの型は単純なもの

で友く，半週期的或非週期的のものがあり灘型饗化では短週期の振動の混在するのが特徴の様にた

ってゐる．との様君主質際はとの方面の可能性に別に反針しない．或は叉考へる袋化の電流圏の中心

が硯測地に非常に接近し，その都分の電流傾度が念峻主主様君主場合は自費4むの如きものに比して．歩

っと大きい電位の二戎微分を奥へるかもしれ主主い．即ち電流系の水平的位置の問題である．

現在我々は同時の地理的視測結果を持たぬ故に，車にー・ケ所のみの結果よりはとれ以上進んだと

とは結論し難いととを遺憾とせねばならぬ．上に考へた可能性が果して質在するや否やはとの庇い

硯測結果に待つ外はたい．

終りに窪長閣下及ひ官官文護表笛日御懇切なる御批評を下された藤原先生，御援助を得た今道周一

所長．叉朱象喜善命に於て代読された白山氏に劃して深謝して捌重任する．

〈昭和 12＆：手 6月〉


